佐藤  允彦　Sato Masahiko（ジャズピアニスト／作・編曲家）
慶応義塾大学卒業後、米国バークリー音楽院(ボストン)に留学、作・編曲を学ぶ。帰国後『パラジウム』や『ランドゥーガ』でスイングジャーナル誌「日本ジャズ賞」受賞。また芸術祭優秀賞を２度受賞。海外のジャズ奏者とのアルバムをアメリカで発売、国際的にも高い評価を得ており、ベルリン、ドナウエッシンゲン、メールス、モントルーなどのジャズ・フェスティバルへも出演する。また声明コンサート“千僧音曼荼羅”(1993年)では作・編曲に加えて音楽監督も担当。1997年には自己のプロデュース・レーベル〈BAJ Records〉を創設するなど、その活躍はますます多面化している。また、東京芸術大学講師もつとめている。ホームページ　http://www.mmjp.or.jp/m_satoh
平野 公崇　Hirano Masataka（サクソフォン）
東京藝術大学在学中、第7回日本管打楽器コンクールで第一位入賞。卒業後、パリ国立高等音楽院に入学し、サクソフォン科、室内楽科、即興演奏科を最優秀の成績で卒業。在学中に J.M.ロンデックス国際コンクールを制し、日本人サクソフォニストとして初の国際コンクール優勝者となる。翌年フランス・デビュー、現在も夏期講座などで講師をつとめる。帰国後は正統派クラシックから、現代作品、即興、ジャズまで、幅広いフィールドを縦横無尽に駆け抜ける新しいタイプの実力派サクソフォニストとして活躍中。また、東京芸術大学・洗足学園大学（即興演奏法など）で教鞭をとっている。CDアルバム：『ミレニアム』、『ジュラシック』、『クラシカ』、『C.P.E.バッハ：シンフォニア』。ホームページ　http://sax-masataka.hp.infoseek.co.jp/

講座概要
	即興とは、瞬間の作曲であり、作曲家的に音響をとらえることでもあります。また、数人でおこなう即興は、他の人の演奏から一瞬で情報を得る力、聴く力の訓練であり、室内楽の演奏にも大いに役立ちます。たったひとつのドの音、あるいはドミソの和音をどう弾くか、また演奏された音を聴いて瞬時にどう対話するかを判断し、会話を作り上げねばなりません。ふつうの勉強や訓練は、基礎から段階的に積み上げていきますが、即興では逆に最終段階から始まるのです。こうした即興からは、通常のレッスンでは踏み込めない音楽性を身につけることができます。
国際的に活躍する即興専門家を招いての今回の講座は、完成された即興をただ聴くのではありません。未経験者や学習者数名とともに舞台でワークショップをおこない、どのように即興法を身につけていくかを会場のみなさまと一緒に体験していただきます。このような即興を経験することにより、曲に対する把握の仕方が異なり、柔軟な取り組みができるようになることに驚かれるにちがいありません。　関根敏子（音楽学）



